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要 約

本論文は、アニメによる「聖地巡礼」を目的としたファンと地域との関わりに着目

し、静岡県沼津市をモデルとしたアニメ「ラブライブ！サンシャイン！！」が、どのよ

うな役割を果たしているか検討することが目的である。

近年、アニメや漫画などの舞台となった地域を訪れる「聖地巡礼」への注目が高まっ

ている。「聖地巡礼」で訪れる人々は、単に地域経済の活性化だけでは測りきれない部

分もある。「聖地巡礼」を目的として訪問するファンは、アニメの中に登場した場所に

赴き、作品の価値をより深く体感することを求めている。地域住民やファン同士の交流

を通して、アニメでは描かれていなかった地域の魅力を探そうとするファンもいる。同

時に、①ファン同士による価値の共有、②その地域に何らかの記録や実績を残す、とい

ったことを通じて、アニメ作品の追体験から得られた高揚を高めていこうとする。つま

り、「聖地巡礼」は、ファン同士、地域とファン、における双方向性の関係性を構築す

る手段であるといえる。

以上のことに着目し本論文では、静岡県沼津市を取り上げた。以下では、文献を通じ

て、観光による地域振興とアニメによる聖地巡礼について考察を試みる。そして、静岡

県沼津市の現地調査（ヒアリングとアンケート）から得られた結果をもとに、ファンと

地域との関わりについて検討する。
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1．はじめに

本論文は、「聖地巡礼」を目的としたファンと地域との関わりに着目し、静岡県沼津市をモデ

ルとしたアニメ「ラブライブ！サンシャイン！！」が、どのような役割を果たしているか検討す

ることが目的である。ラブライブ！サンシャイン！！は、2016年に株式会社サンライズが静岡

県沼津市をモデル地域として制作したアニメ作品である。

近年、アニメや漫画などの舞台となった地域を訪れる「聖地巡礼」への注目が高まっている。

「聖地巡礼」は、地域振興の手段としてとらえることができるものの、訪れる人々による商品・

サービスの消費による地域経済の活性化だけではない部分がある。それは、地域住民やファン同

士の交流を通して、アニメでは描かれていなかった地域の魅力を探そうとするところにある。

「聖地巡礼」を目的として訪問する人々は、作品の価値をより深く体感することを求めている。

そのために彼らは、アニメの中に登場した場所に赴き探すことを通じて、アニメとリアルの間に

いるような錯覚を体感する満足を得ている。

「聖地巡礼」は、ファンと地域との関わりを創る手段といえる。そのために、①ファン同士に

よる価値の共有、②その地域に何らかの記録や実績を残す、といったことを通じて、アニメ作品

の追体験から得られた高揚を高めていこうとする人々と考えることができる。近年ではインター

ネットや SNS の発達により、ファン同士が簡単に繋がることが可能になった。SNS により、写

真やファンのコメントなどアップロードし、それに対して不特定多数とのファンからコメントを

もらったりすることができる。

つまり、「聖地巡礼」は、ファン同士、地域とファン、における双方向性の関係性を構築する

手段であるといえる。「聖地巡礼」の対象となるコンテンツの知識や情報の交換や共有を通じて、

彼らの意識を高めるものとなる。そのようなファンの熱心な取り組みは、その地域の意識を高め

ていくものとなる。ファンと地域やファン同士の関係性を活発にしていくには、イベント等を通

じて、一体感をつくり出すことで、一人ひとりの高揚を高めていく取り組みを展開することが重

要である。

本論文は、静岡県沼津市を取り上げた。以下では、文献を通じて、観光による地域振興とアニ

メによる聖地巡礼について考察を試みる。そのうえで、ファンと関係人口について考察し、沼津

市で実施した実態調査結果を述べる。なお、本論文は、地域創造学部プロジェクト型教育事業助

成「観光振興とコンテンツツーリズム」の一環として、学生 4名（鈴木凱仁、坂上友紀、国島未

来、桑原史朗）と担当教員（安本宗春）が実施した実態調査に基づくものである。共同執筆者で

ある安本宗春は、本研究の基本的な方針を定め 1を執筆した。桑原史朗は、聖地巡礼とファンに

ついて整理するために 2を執筆した。坂上友紀と国島未来は、沼津市の概要とアンケート結果を

踏まえ、3.1、3.2を執筆した。そして、鈴木凱仁は、ヒアリング調査結果である 3.3と全体を俯
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瞰し、4をまとめた。なお、2、3、4については、担当教員である安本が文章を確認し修正を指

導した。

2．聖地巡礼と地域振興

2.1．コンテンツの追体験としての「聖地巡礼」
近年、アニメや漫画、ゲームの作品舞台となった地域を訪れる人々が出現し、彼らの行動が注

目されるようになった。2000年以降、アニメの数が増加するに連れ、実在の地域をモデルとし

た作品も増加した（図表 2-1）。モデルとなった一部の地域では、作品の舞台となったことを PR

し、人々の受け入れ方法について模索するようになった。取り組みが活発化している背景には、

彼らの受け入れが地域振興の一手段として考えられるからであろう。

アニメや漫画、ゲームの舞台となった地域を訪れることは「聖地巡礼」や「コンテンツツーリ

ズム」などと称されている。米川（2019）は、著書である「平成の新語・流行語辞典」の 2005

年の項目の中で「聖地巡礼」について取り上げ「アニメや漫画・映画・ドラマなどの舞台になっ

た地を訪れること。『オタクツーリズム』とも言う」（1）と定義している。河野（2015）は、「聖地

巡礼」について「漫画・アニメなどの熱心なファンが、自身の好きな著作物などに縁のある土地

を“聖地”と呼び、実際に訪れる現象」（2）とアニメの舞台となった地域を「聖地」として訪れる

こととしている。ただし、アニメの舞台となった地域を聖地とみなし訪れる「聖地巡礼」は、宗

教的な意味での聖地巡礼と区別することを目的に「コンテンツツーリズム」や「アニメツーリズ

ム」とも呼ばれることがある。国土交通省・経済産業省・文化庁が「映像等コンテンツの制作・

活用による地域振興のあり方に関する調査」の報告書では、「コンテンツツーリズム」について、

「地域に『コンテンツを通して醸成された地域固有の雰囲気・イメージ』としての『物語性』

『テーマ性』を付加し、その物語性を観光資源として活用」（3）としている。「聖地巡礼」の対象と

なる作品は、ストーリーの中で実在する地域を描写しており、これが、「聖地巡礼」を目的とし

た人々の対象となっているのである。こうした人々は、アニメ作品の価値を人々が支持した人々

が、CD や書籍といった関連商品の購入をする。その過程で、作中で出ていた地域（≒場所）を

「聖地」として訪れてみたいと考えるようになる。ただし、「聖地巡礼」の作品対象となるか否か

については、作品そのもののブランド力や完成度により、左右されることに留意しなければなら

ない。

「聖地巡礼」をする人々は、アニメで描写された世界の現実の追体験を試みることで、その内

容を深く体感したいという人々が参加している。つまり彼らは、アニメの中に登場した場所に赴

きアニメに登場した地域の場所を探すことで、アニメとリアルの間にいるような錯覚を体感する

ことにより満足を得ている。その地域に赴くだけでなく、地域住民やファン同士の交流を通し

て、アニメでは描かれていなかった地域の魅力に気づき、地域により深くかかわっていく人々も
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いる。その地域に深く関係を持とうとする背景には、「聖地巡礼」のアニメで登場するのは、風

光明媚な観光地よりも一般的なその地域の生活空間であることが考えられる。

しかし、十分に地域住民とファンとで関係が構築できない場合がある。風呂本（2019）は、

「地域住民の気持ちも理解せず、関係も持たずに去ってしまうから、地域住民との協業も生まれ

ないということになる」（4）と述べ、モデルとなった作品コンテンツの追体験を重視するため、地

域の歴史文化等への理解や地域住民との交流が薄いという課題が生じている地域があることを指

摘している。地域がファンを受け入れるための取り組みをしているか否かも肝要となってくる。

「聖地巡礼」の地域振興を検討するには、作品の追体験を目的とした人々が地域との関わる機

会を有する点に注目する必要があると考える。「聖地巡礼」が、地域振興の手段となるには、作

品を通じて、様々な人々や組織と関係を構築することが求められる。山村（2008）「商工会が、

神社・商店・ファン・著作権者・域外企業といった主体とそれぞれ双方にメリットがあるような

形で関係性を構築」（5）が「聖地巡礼」における地域振興に必要であることを指摘している。つま

り、双方にメリットがあるような形ができたからこそ、「聖地巡礼」による地域振興を展開する

ことができるといえる。つまり、「聖地巡礼」は、人々の関係を創る手段といえる。そこで以下

では、ファンによる行動と地域の受け入れについて検討する。

2.2．「聖地巡礼」とファン
アニメの「聖地巡礼」では、コンテンツに惹かれ「聖地巡礼」をする人々を「ファン」や「マ

ニア」あるいは「オタク」などと呼ばれることが多い。そして、「聖地巡礼」を地域振興の手段

としてみた場合、広く観光客の一部としてとらえることができる。そこで以下では、特定のこと

に興味関心を持つ人々とされる「ファン」について文献から整理を試みる。

図表 2-1 近年のアニメと実在のモデルの比率
出所：酒井（2016）p.38をもとに筆者作成
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ファンは、特定の商品・サービスに興味関心を強く持つ人々である。ファンに関する文献で

は、商品販売のあり方について企業側の視点から議論されていることが多い。佐藤（2018）は、

ファンについて「企業やブランド、商品が大切にしている『価値』を指示してくれる人」（6）と定

義し、ファンをベースに事業の展開を試みる「ファンベース」の必要性を指摘している。上田

（2007）は、「『ファンになる』とは、ある特定の他者やモノ・サービスなどの『応援者となる』

ことであり、『応援する』という行為は、通常よりより良い状態へ向かうように、精神的・金銭

的・人的、すべての面においてサポートする」（7）と述べている。このようにファンは、特定の商

品・サービスに対して興味関心を持ち支持をする応援者としてとらえることができる。そのうえ

で、特定の商品・サービスに対しても一つひとつでその内容が異なる。

「聖地巡礼」を目的として訪問するファンは、作品の価値をより深く体感することを求めてい

る。そのために、①ファン同士による価値の共有、②その地域に何らかの記録や実績を残す、と

いったことを通じて、アニメ作品の追体験から得られた高揚を高めていこうとする人々と考える

ことができる。近年ではインターネットや SNS の発達により、ファン同士が簡単に繋がること

が可能になった。SNS により、写真やファンのコメントなどアップロードし、それに対して不

特定多数とのファンからコメントをもらったりすることができる。また、ファンが現地に残して

いったイラストや、交流ノートをみることもファン交流に繋がっている。鷲宮を舞台とした作品

である「らき☆すた」でファンによるイラスト掲示を踏まえ、谷村（2017）は、「自らの趣味が

地域に認められるとファンが実感する効果を生み、また、街の景観が随時アップデートされてい

くことでファンが繰り返し地域を訪れる同期を形成していくこと」（8）と述べ、ファンが地域資源

を作り出すことを指摘している。「聖地巡礼」を目的として訪問したファンは、地域の中に自身

の関わりの後を残していこうとする。

上田（2007）は、ファンの行動に応じた分類を試みた中で、「体験型ファン・コミュニティ」

について「特定の場所や体験に対して魅力を感じる」（9）とたうえで、「現地の人やファンの間にお

ける双方向コミュニケーション生み出す仕組みを設ける」（10）ことがファンの高揚や意識を高めて

いくうえで重要であるとしている。上述した谷村（2017）をはじめた地域の事例を踏まえると、

①ファン自身による作品の体験できること、②ファン同士や地域とファンにおける双方向性の関

係性を構築と、が「聖地巡礼」の特徴であるといえる。

2.3．聖地巡礼のファンによる関係人口
「聖地巡礼」を目的として訪れたファンは、観光客の中でも物見遊山のような流動性が強い

人々と比べ、訪問地域に対する関心や意識が高い。つまり、地域振興の手段として「聖地巡礼」

を見た場合、特定の対象に対して持つ興味関心を持つファンの特性を活かすには、彼らとの良好

な関係作りを図ることが大切である。それゆえ、ファンと良好な関係が構築できた場合、地域振

興を展開する地域の担い手で求められる原動力となる可能性がある。以下では、「関係人口」に
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関する議論を踏まえ、「聖地巡礼」による地域振興におけるファンとの関係性の構築について検

討する。

関係人口は、人口減少地域を中心に地域と様々な関係構築を図り地域振興を展開していくあり

方として注目が高まっている。総務省は、「『関係人口』とは、移住した『定住人口』でもなく、

観光に来た『交流人口』でもない、地域や地域の人々と多様に関わる人々」（11）と定義し、地域づ

くりの担い手となる人々を示している。田中（2017）「住んでいなくても、定期的に訪れてくれ

たり、特産品を買ってくれたりする仲間。移住・定住よりもハードルが低く、何よりどの地域で

も増やすことができる」（12）と述べ、地域にかかわりを持とうとする人々であるとしている。さら

に、受け入れ地域は、域外から関係を構築したいという人々の気持ちに応えることの必要性を主

張している。指出（2016）は、「関係人口とは、言葉のとおり『地域に関わってくれる人口』」と

し、「自分のお気に入りの地域に週末ごとに通ってくれたり、頻繁に通わなくても何らかの形で

その地域を応援してくれるような人たち」（13）としている。地域との関わり方は、移住や訪問だけ

といったその地域での活動にとどまるものではない。岩城（2018）「ふるさと納税の寄附者、地

域特産品をお取り寄せで定期的に購入する方や地域の良さを SNS や口コミで発信してくれる人

たちなどの人。つまり、地域のファンである」（14）と指摘している。

これらの議論を踏まると「聖地巡礼」を目的としたファンは、地域との関係人口ともいえる。

まず「聖地巡礼」を目的としたファンは、一般的な観光客と同様に地域における商品・サービス

といった消費活動をする。それだけではなく、地域への訪問に対する意識が高く、地域と何らか

の形で関わりを創ろうと模索する。この関わりは、ファン同士や地域住民をはじめ、誰かと感動

を共有したいということを目的としている。その結果、「聖地巡礼」におけるファンが、継続的

に地域に関わろうとする関係人口になるといえる。谷村（2017）は、「地域の特性に応じて新た

な観光資源をつくり出し、定期的にファンが来訪する仕組みを構築していく必要がある」（15）と述

べ、「聖地巡礼」による地域振興を持続的な展開を考えるには、継続的なイベント等を実施して

いくことの必要性を指摘している。「聖地巡礼」の対象となるコンテンツの知識や情報の交換や

共有を通じて、彼らの意識を高めるものとなる。そのようなファンの熱心な取り組みは、その地

域の意識を高めていくものとなる。ファンと地域やファン同士の関係性を活発にしていくには、

イベント等を通じて、一体感をつくり出すことで、一人ひとりの高揚を高めていく取り組みを展

開することが重要である。

3．沼津市における聖地巡礼と地域振興

3.1．観光地としてみる沼津市の概要
静岡県沼津市は、静岡県東部にあり伊豆半島の西側の付け根に位置し、人口は約 19万人、面

積は 186.96平方キロメートルである。
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観光地として沼津市をとらえると、奥駿河湾から一望できる富士山の景観をはじめ、海産物を

中心とした食資源を有することが強みとしてあげられる。また、富士・箱根・伊豆など知名度が

高い観光地への交通の拠点として発展してきた。また、入込観光客数に着目すると、約 400万人

を推移している（図表 3-1）。ただし、宿泊者数は 18％前後を推移しており、日帰りを中心とし

た観光客が多い。これは、東京から 100 km 圏にあるとともに、鉄道や高速道路といった交通の

利便性の高さによるものと考えられる。

2011年の東日本大震災以降を着目すると、いずれも増加傾向である。この増加の「聖地巡礼」

を目的としたファンが訪れたことによる影響もある。その中でもファンの増加が確認できる場所

の一つとして、三の浦総合案内所である。もともと内浦地区は、知名度が低く素通りする観光客

が多かった。しかし、「聖地巡礼」を契機として、沼津市の入込観光客数の 2％が訪れるように

図表 3-1 沼津市入込観光客数の推移
出所：静岡県文化・観光部観光交流局観光政策課「平成 30年度 静岡県観光交流の動向」をもとに筆者作成
注：観光交流客数は、宿泊客数と観光レクリエーション客数の総数である。

図表 3-2 沼津市入込観光客数に対する三の浦観光案内所の割合
出所：静岡県文化・観光部観光交流局観光政策課「平成 30年度 静岡県観光交流の動向」と三の浦観光案

内所の提供資料をもとに筆者作成
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なった（図表 3-2）。ここから「聖地巡礼」を目的としたファンの来訪は、沼津市の観光振興と

して相乗的な効果を与えるものと考えることができる。以下では、筆者らが、関係者事業へのヒ

アリング（16）や観光客へのアンケート調査について述べる。

3.2．製作者と地域との関係
株式会社サンライズは、沼津市を舞台にしたラブライブ！サンシャイン！！（17）の企画・制作

の希望を沼津市に伝えた。作品は、架空の学校「浦の星女学院」の少女たちが、部活動であるス

クールアイドルをして、自分たちだけの輝きを探す内容である。映像制作に向けて、沼津市で

は、駿河湾沼津 FC「ハリプロ映像協会」が対応をした。駿河湾沼津 FC「ハリプロ映像協会」

は、静岡県東部地域の特色を内外にアピールから地域活性化を目指し撮影支援する民間団体のフ

ィルムコミッションである。株式会社サンライズと駿河湾沼津 FC「ハリプロ映像協会」は、沼

津市内の商店街や内浦地区などをめぐった。そして、舞台の関係者にアニメ作品のモデルとし

て、店舗の様子を活用に映像コンテンツの制作する旨の許可を得た。株式会社サンライズは、ア

ニメに登場する地域の風景をロケーションハンティングし登場する風景や店舗、施設などをほぼ

形を変えることなく描いている（図表 3-3）。作中で登場する施設やキャラクター（18）の家などの

モデルとなった場所は、沼津市に多く実在（19）している。同時に、作中に出てくる店舗の名前も

そのままの場合も多い。また、お店の従業員をモデルにしたキャラクターも描かれている。

ロケーションハンティングの過程で、地域住民の人柄や雰囲気に対して好意的な印象を抱くよ

うになる。製作者の監督や声優たちが、舞台となった場所を訪れ、地域の人びとに対して挨拶な

どをしている。ラブライブ！サンシャイン！！と沼津市内の魅力の双方を取り上げた雑誌では、

キャラクターの声優グループ（以下、Aqours）が沼津市内を巡り、それに対するコメントが掲載

されている。例えば、「アニメに登場する風景って本当に何気ない日常かもしれません。でもそ

ういう風景に皆さんが興味を抱いてくださって、足を運んで”ここ、あそこのシーンだったよ

ね？”と思い返してもらえる機会が作品をさらに特別なものにしてくださるんだなぁ、と実感し

ています。私たちも沼津で”ここ、あのシーン”とかって語り合えるのが楽しくて、皆さんと同

じ気持ちでいっぱいです」（20）や「沼津・内浦は Aqours や地元の方だけでなく、応援してくださ

る皆さんの愛もいっぱい感じられる素敵な場所です」（21）などであり、アニメ声優が現地を訪れそ

の様子をコメントしている。事業者へのヒアリング時に、制作側であるスタッフや監督、声優な

どが沼津に訪れた時には「他のファン同様に物腰深く地域に訪れて、地域をとても大切にしてい

る」と述べていた。Aqours は、プライベートでも沼津を訪れ SNS により投稿している。

Aqours による地域情報の発信は、ファンと地域との関係を創る手段といえる。その理由とし

て、「聖地巡礼」のファンにとって、アニメ声優はキャラクターに命を与える存在だと考えられ

ている。それゆえ、Aqours が訪れた場所は、キャラクターが地域に本当に存在しているように

も感じるファンもいるからである。そして、ファンが沼津に行く楽しみの一つとして、Aqours
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図表 3-3 アニメと現実の比較

図表 3-4 アニメに描かれた協力企業（2回以上）
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のサインや雑誌などでの声優のおすすめしているお店を探すことにつながるのである。

沼津市では、地域の魅力 PR に向け、沼津にゆかりのある著名人を「燦々ぬまづ大使」として

認証している。第 25期（2017年度～2018年度）、26期（2019年度～2020年度）には、ラブラ

イブの声優グループ Aqours を「燦々ぬまづ大使」として認証した。そして、沼津市で 70年以

上の歴史を誇る「沼津夏祭り・狩野川花火大会」にゲストとして Aqours を招き、アニメのキャ

ラクターたちが実際に沼津に住んでいるという設定でライブを実施した。また、映画では、冒頭

7分間に Aqours が、前述した協力企業（三の浦総合案内所や仲見世商店街などの）と沼津をめ

ぐり、地域を盛り上げる内容を作成した。以上のように、制作者が地域へ歩み寄り、現実世界を

アニメで表現するような作品を制作しようしている。現実世界をアニメとして表現することは、

「聖地巡礼」を目的としたファンと地域との関係を創る取り組みの契機となる。

2020年現在、アニメだけではなく、ゲームや漫画、雑誌、CD（22）、ライブなど幅広いコンテン

ツで展開している。また、「みんなで叶える物語」を作品のキャッチコピーとしており、ファン

による参加型の企画（23）を実施している。また、ラブライブ！シリーズの特徴であるアニメと現

実をシンクロさせたライブが、2017年より 5回にわたり実施している。アニメ等での ED テロ

ップに出てくる協力企業では、沼津市内を含め、舞台となった店舗・施設が出ている。2017年

の放映開始からアニメ 1期と 2期、CD の PV、映画で沼津の企業・施設の登場回数を数えてい

くと約 80か所が作品に協力した確認することができた（図表 3-4）。

3.3．推移とアンケート結果
2019年 6月 7日～2019年 8月 24日の間にアンケート調査を実施し、157名から回答を得るこ

とができた（24）。まず、年齢層の割合は、20～30代の男性が 57％を占めている。沼津に訪れた

目的は、①「ラブライブ！サンシャイン！！」を目的とした聖地巡礼が 85％を占めた（図表 3-

5）。また、訪問回答数は、2回以上と答えた人は 84％であった。来訪人数に着目すると、1人が

47％と最も多く、次に 2～3人が 37％であった（図表 3-6）。出発地域別に見てみると、全国か

ら来訪しているものの、関東、中部、関西と大都市圏からの訪問者が多い（図表 3-7）。性別・

年齢別にみると、回答者のほとんどが男性であり、その中でも、21歳～25歳、26歳～30歳が最

も多かった（図表 3-8）。最後に、滞在別消費額を見た場合、滞在期間を問わず 5,000円以下の消

費が最も多く目立った。また、5,000円以上の消費するファンは、宿泊をしていた（図表 3-9）。

「聖地巡礼」を目的として訪れた「ファン」の目的意識の高いといえる。そうしたことが、地域

の中での受け入れ態勢づくりや関係人口の部分に寄与している部分でもある。また、ラブライ

ブ！サンシャイン！！以外のアニメで聖地巡礼をしているファンも存在する。多い順に並べてい

くと、「ガールズ＆パンツァー」（28人）、「けいおん！」（18人）、「あの日見た花の名前を僕達は

まだ知らない。」（10人）、「ゆるキャン△」（10人）と 72作品にのぼった。いずれの作品も地域

がアニメによって、地域振興を取り組んで切る地域が目立つ。
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アンケート調査の自由記述覧には、「聖地巡礼」についての考えなど回答をしてもらった。そ

の中には、「地域活性化に貢献している」や「地域との交流、ファン同士の交流があった。」とい

ったコメント記述があった。ファンの中には、沼津市をはじめ「聖地巡礼」となる地域の活性化

に興味関心を示しているのである。三の浦総合案内所では、筆者と同じように大学での地域活性

化や聖地巡礼をテーマにした研究を行うアンケートも見受けられた。マナーに関する指摘も確認

できた。これについては、ラブライブ！サンシャイン！！の公式サイトでも「沼津市内観光に関

するお願い」と注意喚起がなされている。

その中でも「聖地巡礼者に対してマナーやルールを守ってもらいたい。」というファンに対す

る課題への記述も見受けられた。特定の興味関心に対して没頭することにより周りが見えなくな

ることが、地域に悪影響を与えてしまうことがあげられる。ファンの問題行動としては、学校な

図表 3-5 来訪目的 図表 3-6 来訪人数

図表 3-7 出発地域 図表 3-8 年齢
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どへの不法侵入、用水路の汚染、ごみのポイ捨てなどがあげられ、彼らに対する注意喚起を促し

てほしいという意見もあった。このようにファンの中には、「聖地巡礼」を目的とした人々が地

域へ与える課題についても認識している。こうした、ファンの謙虚な姿勢で地域に歩み寄ること

が、地域とファンとの関係性構築に役立つものと考えることができる。それゆえに、「聖地」は、

ファンにとって身近な場所であり、「こころのふるさと」的な感情を抱くのである。そして、何

度も訪れるようになりファンが、地域の活性化を担う関係人口となるのである。

3.4．受け入れ態勢づくり
アニメ放映開始から徐々に聖地巡礼を目的としたファンが増加してきた。彼らの身なりは、キ

ャラクターがプリントされた T シャツやストラップなどを身に着けた 20～30代の男性が多い。

アニメや「ファン」の行動目的について知らない地域住民は、彼らを物珍しく見ていた。沼津市

は、ファンが地域に見られるようになってから早い時期に地域住民に対して、のアニメや「聖地

巡礼」についての説明会を開催した。アニメの舞台となった店舗などが拠点となり、地域の人と

交流することで彼らに対する理解を得ていた。

そうした過程で、地域の中から自律的な行動を確認できるようになった。三の浦総合案内所が

旅館組合とラブライブのコラボ企画を契機として、内浦地区、沼津市内をはじめとしたアニメに

ゆかりのある商店街などが各々自主的に連携および協力を始める。沼津駅の目の前にあるラブラ

イブのコラボカフェは、様々な飲食事業を展開している「ゆうだい」と言われる企業がおもてな

しとして始めたものである。地域の企業がラブライブ！サンシャイン！！の聖地となってから売

り上げが大きく伸びたのは飲食関係である。元々は駅ビルの跡地に作られたイベントスペースで

あった。

商品開発では、ラブライブ！サンシャイン！！のキャラクターをパッケージに起用したお土産

である「くるくるミカンロール」は、後述する松月の知り合いの和菓子屋さんが企画販売してい

る（図表 3-10）。これは、内浦を含めた沼津港のお店、駅のお店での販売を条件にコラボをした

図表 3-9 滞在期間別消費額
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背景があるものだった。また、1978年より発売している静岡県のご当地菓子パンである「のっ

ぽパン」のパッケージにラブライブ！サンシャイン！！のキャラクターを起用するということも

出てきた（図表 3-11）。その他にも、「聖地巡礼」を目的としてその地域でしか入手することが

できないグッズなどが多数存在する。ふるさと納税では、納税者に対しては、返礼品とは別に、

アニメ作品の缶バッジを数量限定でプレゼンとしている。これを目的に、沼津市にふるさと納税

図表 3-10 「くるくるみかんロール」 図表 3-11 「のっぽパン」

図表 3-12 沼津市のふるさと納税推移
ふるさとチョイス HP をもとに筆者作成
https : //www.furusato-tax.jp/city/info/22203
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をする人もいる（図表 3-12）。近年、ふるさと納税の希望者が多い中で、ラブライブ！サンシャ

イン！！は、相乗的な効果をもたらすものになったといえる。

そして、地域の行事など地域に関わりを持ちたいと考えるファンたちも出てきた。地域と密接

にかかわるファンは、地域にもともとあったお祭りなどの行事ごとや清掃ボランティアへの参加

している。以下では、「聖地巡礼」を目的としたファンたちの受け入れに向けた、企画作りや地

域での受け入れ態勢について述べる。

3.4.1．「ラブライブ！サンシャイン！！を応援する会」
ラブライブ！サンシャイン！！とコラボした商品、イベントといった企画は、「ラブライブ！

サンシャイン！！を応援する会」が中心となり取り組んでいる。この会は、発足した背景には、

ファンを受け入れ地域が活気づく様子を見て、ファンに対して「何かできないか」と考えたこと

である。

ファンたちに向け各店舗で何かコラボ商品を出したいと検討した。それには、版権元であるサ

ンライズの協力の基、活動を展開する必要がある。そのような組織をつくり、版権を持つサンラ

イズに交渉し、地域のイベントやアニメとのコラボ商品の企画実施をしている。

多くの店舗は、アニメの舞台となる前から、事業者間同士などから関係が形成されていた。し

かし、アニメファンの様子に対して理解を得られるまでに一定の時間を要した。初期の頃は、非

協力的な店舗もあった。それでも、地域がにぎわっていく様子を見て、参加しようとする店舗が

増えてきた。そのため、これまで関係が希薄であった商店街同士の連携を促し、参加店舗が増加

した。

3.4.2．事業者による推しキャラクターの設定
沼津市の店舗では、ファンたちが持ち込んだグッズのキャラクターにより、推したいキャラク

ター（以下、推しキャラ）が決定していった（図表 3-13、図表 3-14）。

各店舗の推しキャラが決まる過程は、①アニメのシーンやキャラクターのイメージなどに合わ

せてファンがグッズを持参する、②事業者がグッズを受け入れる、③その建物内をファンが持参

したキャラクターを利用して装飾する、といった流れである。その中で、①の中で、ファンたち

が持ってきたグッズのキャラクターが多かったものが推しキャラとなる場合が多い。地元のファ

ンが大きなグッズを用意することもあり、飾り切れないくらいの数になる店舗もある。

推しキャラの設定は、各店舗の商品やサービスの提供を促す機会にもなる。ファンと地域、フ

ァン同士との交流促し、関係人口を創る機会となる。後述する、「街歩きスタンプ」と「街歩き

缶バッジ」は店舗ごとの希望のキャラで決まっていく。キャラクターの誕生日が近づくとお誕生

日イベントなどを行う店舗もある。
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3.4.3．沼津市内の回遊性を高める取り組み
沼津市内の街を楽しんで歩いてもらうためにファンの受け入れや回遊性を促すために、いくつ

かの取り組みを実施している。まず、「街歩き缶バッジ」と「街歩きスタンプ」についてである。

これは、沼津市商工会議所が、「ラブライブ！サンシャイン！！を応援する会」を仲介し、企

画・実施している。その中でも、「街歩き缶バッジ」は、1つ 300円にて販売している（図表 3-

14、図表 3-15）。商品の売り上げよりも、地域の中での受け入れや回遊性を促進することに主眼

が置かれている。また、「街歩きスタンプ」は、商店等で街歩きスタンプ帳（500円）を購入し、

商店等で設置されているスタンプを押していく（押印は無料）ものである（図表 3-16）。なお、

スタンプの押印は無料である。2020年 1月現在、「街歩きスタンプ」と「街歩き缶バッジ」がそ

れぞれ、97か所に設置・販売している。また、イベント等の開催時限定で「街歩きスタンプ」

や「街歩き缶バッジ」を制作することもある。「街歩きスタンプ」と「街歩き缶バッジ」は、一

つの店舗に一人のキャラクターである。このキャラクターは、初期の頃は、各店舗が希望で決め

られていた。推しとなるキャラクターが無い場合は、全体のバランスを見て「ラブライブ！サン

シャイン！！を応援する会」が決めている。近年では、多くの店舗が参加してくるといった理由

から、「街歩きスタンプ」と「街歩き缶バッジ」の導入を希望しても、その実現までに時間を要

するようになった。定期的に、新しい「街歩きスタンプ」と「街歩き缶バッジ」が出来ることに

より、それをもとめて沼津を訪問するファンがいる。これらは、ファンに向けた企画であるもの

の、今まで関わりが弱かった店舗同士の交流を促すことにもつながった。それは、他の店舗がど

のような「街歩きスタンプ」と「街歩き缶バッジ」があるかをきっかけとして、交流を促してい

るからである。

沼津市内の商店街では、ファンが聖地巡礼による追体験の高揚を高めた街並みとするために、

タペストリーやポスターを掲げている。このタペストリーやポスターは、株式会社サンライズが

提供した。また、ソニー株式会社による「舞台めぐり」では、沼津市の協力を受けオリジナルデ

ザインのマンホールを制作した（図表 3-17）。これは、「沼津市×ラブライブ！サンシャイ

図表 3-13 推しキャラの設定店舗 図表 3-14 推しキャラの設定店舗
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ン！！ヌマヅタカラプロジェクト」の一環として、クラウドファンディングにより資金を集めて

制作設置した。マンホールの設置場所となった仲見世商店街は、テレビによる情報発信も実施さ

れた。設置後 3週間で白い塗料を塗られるといういたずら事件が発生した。現在このマンホール

は、防犯カメラや警備の関係から仲見世商店街にしか設置されていない。

仲見世商店街では、商店街独自の取り組みとしてキーワードラリーを展開している。これは、

の店舗に設置されたアニメ作品に関するキーワードを集め、マルサン書店前にある応募箱に応募

用紙を入れることで、抽選でアニメのグッズが当たるというものである。以上のように、気軽に

足を運べるようなまちづくりを展開している。

「おいでよ沼津」は、2017年に中央公園の利用促進方法に向けのためにアベリーの阿部氏らが

中心となり企画実施したファンの交流イベントである。来訪者は、延べ 2,000人で、地元の人よ

りもアニメのファンが多く、マスコミが、ラブライブ！サンシャイン！！のイベントという報道

がなされてしまった。これは、アニメの 1期と 2期の間に実施したイベントであった。ファンに

対して良くない印象を持つ人たちも多く「反対」の立場をとる人がいた。しかし、成功したのを

受け、地域の見方が変化し協力的になり始めた。第 2回目は、仲見世商店街も協力的になり、商

店街の使われない 17時～21時までアニメモチーフにした提灯などを株式会社サンライズが提供

し設置した。これを受け、商店街に約 6,000人の人々が訪れた。上土商店街のとのコラボ企画

は、上土商店街に住んでいるという設定の津島善子というキャラクターの誕生祭を催したことで

ある。また、前夜祭として、1,000円以上のお買い物をしてくれたお客様にバースデーシールを

送る企画を実施した。三の浦総合案内所が一番初めに行ったラブライブとのコラボ企画はパズル

ラリーという内浦の旅館連盟の旅館で 1,000円以上のお買い物、食事をした人にパズルピースを

提供し、パズルを完成させていくという企画である。今では、内浦地区では三の浦総合案内所を

含む地域の旅館などが、誕生日が近づいてきたメンバーのお誕生日イベントなどを行い大きな賑

わいを作っている。また、お祭りのポスターや 19年ぶりに静岡に来た JR のデスティネーショ

ンキャンペーンでは、サンライズに協力を申請し書下ろしのポスターを制作してもらった。

図表 3-14 「街歩き缶バッジ」 図表 3-15 「街歩き缶バッジ」
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3.4.4．つじ写真館（インタビュー記録）（25）

峯氏がラブライブ！サンシャイン！！を見るようになったのは、お子さんたちが勧めてきたこ

とがきっかけである。一緒にアニメを鑑賞していた時、キャラクターの考えや成長していくとい

ったストーリーに惹かれた。沼津がモデルとなるとことに対して肯定的にとらえていた。これを

受け、手書きマップの政策や誕生月のキャラクターに合わせた店内の装飾、キャンパスアートな

どの自作といった独自の取り組みを実施し、ファンたちを受け入れる環境を整備した。

株式会社サンライズに許諾を得て、つじ写真館のみ限定でしか買えない珈琲を発売した（写

真）。上土商店街に住んでいる設定の津島良子というキャラクターをイメージしたチョコレート

フレーバーのコーヒー、アニメの声優グループ Aqours をイメージした柑橘系のフレーバー珈琲

の 2種類である。また、珈琲を選んだ理由は、峯氏の実家が珈琲の焙煎をしていたからである。

株式会社サンライズに許諾を得るまでには、1年半ほどの時間を要した。

つじ写真館が所属し上土商店街副理事でもある峯氏が中心となり、地域全体で盛り上げつつ、

アニメを応援するために説明会を実施した。上土商店街は、老舗店が多く高齢者層が多い商店街

であり、アニメを知らない人たちが多く存在するからである。峯氏が商店街の中で店舗ごとのお

かみさんが集まる「おかみさん会」を通して、アニメに関する勉強会を行った。「おかみさん会」

は、上土商店街の中の 26店舗が参加し、70～80代の高齢者の方が多い、住民組織である。

その内容は、①毎週放送されるラブライブ！サンシャイン！！を鑑賞し感想を話す、②公式が

販売しているプラモデル（26）を自分たちで制作する、といったことである。これは、老舗が多く

高齢者が多かった商店街の人たちと地域の若い世代の人とが話すといった、世代を超えて交流す

る契機になった。商店街の高齢者は子供たち（孫ぐらいの年齢）の子たちから話を聞くとアニメ

の世界に入りやすいからでもある。老舗が多く高齢者が多かった商店街の人たちと地域の若い世

代の人とが話すきっかけになった。中には自分たちで自作した服を着せ替え人形のようにプラモ

デルに着せる人もおり、商店街の人々の意識が変わっていった。

図表 3-16 「街歩きスタンプ」 図表 3-17 オリジナルデザインマンホール

鈴木・坂上・国島・桑原・安本：アニメによる「聖地巡礼」を目的としたファンと地域との関わり

― ７７ ―



商店街では、年齢層が低いファンが訪問し、地域の人たちの交流もあり活気づいている。上土

商店街は老舗のお店も多いが、このファンとのつながりを絶やさぬように商店街とファンともど

も一緒にイベントなどで行い地域を盛り上げていきたいという意識が高まってきた。

3.4.5．松月（インタビュー記録）（27）

松月は、内浦地区に 16年ほど前に創業した和菓子屋を営む事業者である。創業したころは、

地元のお客様の利用が中心であった。近年では、地元の方々の利用が減少していた。そうした時

に、2016年にアニメ放映以降、徐々にファンが訪れるようになった。

「松月」の店舗や販売している商品のひとつ「寿太郎みかん」がアニメの作中に使用すること

については、自治体から話があった。そして、オーナーは松月の名前やお店の外観がそのままア

ニメに登場することを知った。また、ラブライブ！シリーズでは、作中の中に男性をキャラが登

場することは珍しい。店内には、飲食スペースがあり、そこがファンの交流スペースにもなって

いる。そうしたスペースには、ファンたちが持ち寄ったグッズなどで店内が装飾されていた。店

内では、アニメの中で使用される曲を BGM として使用し、ファンたちの意識を高揚させる工夫

もなされていた。

松月は作中で 6回登場し、店主が出ている。それゆえ、店主に会うことを目的に来店するファ

ンもいることから、店主自身がアニメを録画してみるようになった。このように、ファンの増加

と和菓子の販売増加を受け、従業員を 3名に増やした。アニメの中でも「みかんどら焼き」は、

1個が 180円であり土日では 5,600個ほど売れる。お店の名物の 1つでもある以前は 1日 50個ほ

どだったことを比べると、アニメファンの増加が店の販売実績にも影響している。

3.4.6．三の浦総合案内所（インタビュー記録）（28）

ラブライブ！サンシャイン！！を契機にファンとの交流スポットとして発展していった。三の

浦総合案内所は、電話での内浦の見どころに対する受け答えや、宿泊施設の斡旋等を目的に整備

された場所である。三の浦総合案内所の周辺エリアがラブライブ！サンシャイン！！の舞台にな

ると発表され始めてから、聖地巡礼でファンが訪れるようになった。そして、日本全国だけでな

く外国人のファンも訪問している。三の浦総合案内所には、ファンが持ち寄った看板やアニメグ

ッズ、ポスターや自作の絵、聖地ノートなどがある。また、ファンが持ち寄ったものを展示し置

いていても、物がなくなることがない。観光案内所及び地元のファンの協力により、アニメショ

ップを連想させる外装工事も行われた。

三の浦総合案内所が紹介する内浦地区の宿泊施設は、旅館（12軒）、民宿（10軒）であり、総

部屋数が 70～80室である。アニメ放映以前は、1人での宿泊客を断っていた宿泊施設がほとん

どであった。しかし、アニメ放映後の現在は、1人でも宿泊を受け入れるようになった。

三の浦総合案内所は沼津市の内浦地区という穏やかな田舎の漁港といった場所にあり、ファン
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の存在に慣れていない。それゆえ、彼らは全くなかったため物珍しいものであった。しかし、彼

らを拒むことはしなかった。例えば、内浦地区の夏祭りは、「サンサン会」という約 15人のメン

バーで実施してきた。それに、アニメのファンが夏祭りの手伝いをしてくれるなど、地域に深く

かかわっていこうとしており、企業等の企画にも協力的に受け入れ、下準備を行ってきた。つま

り、そういう人たちが地域を大事にしてくれるからこそ、アニメを地域が受け入れる要因にもつ

ながった。このファンといった人たちが沼津市、内浦の関係人口になった。

3.4.7．アベリー（インタビュー記録）（29）

店主の学生時代は仲見世商店街はものすごく賑わっていた。映画館やファーストフード店がた

くさんあった。これを想い描きながら、様々な取り組みを模索した。アベリーでは、ファンから

「地域やファン同士をつなぐコミュニティの場があればいいのでは」という提案があった。ファ

ンは、つじ写真館で「おかみさん会」のようなコミュニティの存在を知り、それを踏まえて提案

したのである。そこで、アベリーでは、コミュニティの場として、情報発信のツールでもあるツ

イッターも始めた。そして、ファンの一人が寝そべりぬいぐるみと、交流ノートを置いていった

ことから、ファンの人がたくさんのグッズを置いていくきっかけになる。

3.5．アニメによる「聖地巡礼」を目的としたファンと地域との関わり
アニメの「聖地巡礼」は、アニメの舞台となった地域へ自らの足で赴くことである。しかし、

その地域に赴くだけでなく、地域住民やファン同士の交流を通して、アニメでは描かれていなか

った地域の魅力に気づき、地域により深く関わっていくことこそが本当の聖地巡礼であると考え

られる。

「ラブライブ！サンシャイン！！」が地域に与える役割は、主に 20代～30代といった若者に

対して、地域の魅力を世界的に知ってもらうきっかけになることである。また、アニメの中で背

景として登場させるだけでなく、その地域の名産品や人柄、方言などのその地域にしかない何気

ない日常をくみ取ることで、地域の個性を PR することにもつながってくる。

4．まとめ

本論文は、静岡県沼津市をモデルとしたアニメ「ラブライブ！サンシャイン！！」（30）を事例と

して、「聖地巡礼」を目的としたファンと地域との関わりについて検討をした。

「聖地巡礼」を目的として訪問するファンは、作品の価値をより深く体感することを求めてい

る。彼らは、アニメの中に登場した場所に赴き探すことを通じて、アニメとリアルの間にいるよ

うな錯覚を体感する満足を得ている。合わせて、地域住民やファン同士の交流を通して、アニメ

では描かれていなかった地域の魅力を探そうとする。つまり、「聖地巡礼」による地域振興には、
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アニメに対するファンの注目度や見られ方だけではなく、地域の受け入れ態勢が重要である。沼

津市では、アニメと地域の親密な関係性を実感させるような取り組みが、ファンの満足度を高め

ているといえる。例えば、沼津駅に降り立った時からアニメのキャラクターの看板が設置されて

いたり、商店街にはキャラクターが描かれたタペストリーが展示されていたり、店頭にはそれぞ

れ異なったキャラクターがデザインされたスタンプが設置されていたことがあげられる。これ

は、沼津市の関係者が、著作権を持つ株式会社サンライズとも協力して、実施してきた取り組み

である。それに加えて、沼津市では関係する事業者が、自発的にファンとの交流スペースなどフ

ァン同士、地域とファンとの関係ができる環境づくりが行われたことが大きい。同時に、事業者

が商品・サービスを提供する機会となっていた。それにより、ファンによる商品・サービスの消

費が、沼津市内の事業者への経済効果に寄与するものといえる。

こうした、ファンと地域との良好な関係性が構築できたことは、ファンの再訪率にもつながっ

ている。さらに、訪問したファンの中には、沼津の自然や地域の雰囲気に魅かれて移住する人も

いる。「聖地巡礼」で訪れたファンが沼津そのものの関係人口となり、継続的に訪れるような受

け入れ態勢が求められる。
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①沼津市 産業振興部 観光戦略課 副主任 益田紀仁氏
②沼津三の浦総合案内所 事務局長 大村文子氏
③沼津商工会議所 課長 経営指導員 高田雅人氏
④和洋菓子・喫茶 松月 瀬川公伸氏
⑤有限会社つじ写真館 峯知美氏
⑥アベリー 安部智昭氏

⒄ 2015年 2月 26日に前作の「ラブライブ！」の新規格として告知され、同年 4月 30日に同日発売の
「電撃 G’s magazine」2015年 6月号およびラブライブ！公式サイトにおいて企画の詳細がなされ、
2016年 1月 11日にニコニコ生放送で 2016年夏からのアニメ化が決定した。2016年の 7月～9月に 1
期、2017年の 10月～12月に 2期が放送され、2019年 1月には劇場版が公開された。

⒅ 作品中に出てくる Aqours のメンバーは、高海千歌、渡辺曜、桜内梨子、国木田花丸、津島善子、黒
澤ルビィ、黒澤ダイヤ、小原鞠莉、松浦果南の 9人で構成

⒆ 例えば、安田屋旅館、淡島、松月、沼津リバーサイドホテルなどがあげられる。
⒇ KADOKAWA（2017）p 25
21 KADOKAWA（2018）p 77
22 CD では 2019年 2月 4日に「僕らの走ってきた道は・・・／Next SPARKLING」でラブライブ！シ
リーズ初のオリコン 1位を獲得した。（oricon.co.jp 参照）

23 例えば、新曲のシングルでのセンターの投票、Aqours メンバーからの新ユニットの名前の公募などが
ある。Aqours という名前もファンからの公募で決まった。

24 聖地巡礼者に向けたアンケート調査
回答数（n＝157） アンケート設置場所：三の浦総合案内所、松月、アベリー
設置期間：2019年 6月 7日～8月 25日

25 有限会社つじ写真館 商店街副理事長 峯知美氏（2019年 8月 25日ヒアリング実施）
26 プラモデル（ぷちゅあらいず）
27 和洋菓子・喫茶 松月 瀬川公伸氏（2019年 6月 8日、8月 24日ヒアリング実施）
28 沼津三の浦総合案内所 事務局長 大村文子氏（2019年 6月 8日、8月 24日ヒアリング実施）
29 アベリー 安部智昭氏（2019年 6月 8日、8月 24日ヒアリング実施）
30 ラブライブ！サンシャイン！！は、2016年に株式会社サンライズが静岡県沼津市をモデル地域として
制作したアニメ作品である。
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岩城博之（2018）『関係人口による地方創生』みずほ総合研究所
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谷村要『文化（アニメ）による活性化』pp.79-84 橋本行史編著「地方創生－これから何をなすべきか－」
創成者

風呂本武典（2019）『コンテンツツーリズムの課題と克服』pp.230-241 地域コンテンツ研究会（編著）
「地域×アニメ：コンテンツツーリズムからの展開」成山堂書店

山村高淑（2008）『アニメ聖地の成立とその展開に関する研究 ～アニメ作品「らき☆すた」による埼玉
県鷲宮町の旅客誘致に関する一考察～』pp.145-164 国際広報メディア・観光学ジャーナル，7，北海
道大学

米川明彦（2019）『平成の新語・流行語辞典』東京堂出版
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【付録資料】アンケート（表面）
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【付録資料】アンケート裏面
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